
守谷市社会福祉協議会

会長　松 丸　修 久

会長就任あいさつ

　市民の皆様には、平素から守谷市社会福祉協議会につきまして、ご支援・ご協力を賜り深く感謝申し

上げます。

　この度、会田真一前会長が任期満了により退任され、去る令和元年 6 月 19 日開催の理事会において、

会長に選任され就任いたしました。近年、守谷市においては人口の増はあるものの、少子・高齢化、高

齢者の単身や高齢者夫婦のみの世帯の増加などにより、人々が暮らしていくうえでの課題は、様々な分

野の課題が絡み合って「複雑化」し、また、個人や世帯において複数の分野にまたがる課題を抱えるな

ど「複合化」しています。このような状況の中、子どもから高齢者、障がい児者や生活困窮世帯等にい

たるまで、全市民が幸せに暮らせるように、多くの市民の方々のご支援、ご協力を得ることが重要です。

守谷市社会福祉協議会においては、行政や民生委員・児童委員をはじめ、様々な関係機関及び各まちづ

くり協議会等の皆様にもご協力をいただき連携しながら、様々な課題解決に向け、地域福祉を推進する

中核的な民間福祉団体として、役職員一丸となって取り組んで参ります。何卒、会田前会長同様、皆様

の温かいご支援ご協力を切にお願い申し上げ、就任のあいさつとさせていただきます。
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２０１９年８月８日（木）
１３時３０分から１６時まで

　高野小学校近くにある「特別養護老人ホーム七
福神」では、施設見学をはじめ、介護相談や福祉
用具体験、宅配弁当の試食会など、様々な催しを
予定しております。当日は「七福神縁日」も同時
開催！どなたでもご参加できますので、多くの皆
さんのご来場をお待ちしています。

　詳しくは、TEL:0297-45-6031 担当：渡辺

「七福神スペシャルデー」を開催！
　一人ひとりの自分らしさを

大切にします！

施設見学のご希望など
お気軽にどうぞ！

特別養護老人ホーム七福神

守谷市高野１７５５－１

TEL:０２９７-４５-３５８０

FAX:０２９７-４５-２９８３

退任のあいさつ
守谷市社会福祉協議会　前会長　会 田　真 一

市民の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、私この度、令和元年 6 月 18 日任期満了により守谷市社会福祉協議会会長を退任いたし

ました。
振り返れば、平成 3 年 4 月 1 日より理事に就任し、平成 4 年 12 月 18 日より 26 年 6 か月、

会長という重責を大過なく大任を果たすことができました。特に、市民の力で策定した「地域福
祉活動計画」に基づき、6 地区ごとに地域福祉に取り組んでいただいていることは、市民の皆様を
はじめ、区長、民生委員・児童委員、多くの関係機関の方々、役職員のご理解とご支援、ご協力
の賜物と厚く感謝申し上げます。

また、後任の松丸会長につきましても私同様ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
最後になりましたが、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げますとともに、守谷市社

会福祉協議会が地域福祉を推進する団体として、市民の皆様から一層信頼される組織になるよう、
今後ともご支援・ご協力をお願い申し上げまして、退任のあいさつとお礼に代えさせていただき
ます。
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暑さに負けず！元気はつらつ！わくわくスポーツ大会！
5 月 16 日、「第 17 回守谷市元気わくわくスポーツ大会が常総運

動公園を会場に開催。
当日は、晴れ間が見え隠れする中、ゲートボール、輪投げ、ペタ

ンク、グラウンドゴルフの部に分かれ、約 320 名の参加者が日々
の練習の成果を発揮し、和気あいあいの中でも熱戦が繰り広げられ
た。ゲートボール、輪投げ、ペタンクの各優勝チームとグラウンド
ゴルフの上位 6 名は、10 月 23 日、「那珂市総合公園」で開催予定

の「第 24 回茨城県健康福祉祭・いばらきねんりんスポーツ大会」へ守谷市代表として駒をすすめまし
た。また、グラウンドゴルフの部で昨年の県大会で入賞した菊地幸恵選手、福田芳美選手、三浦儀秋
選手が 11 月 9 日から開催される「ねんりんピック紀の国わかやま大会」に茨城県代表として出場予定
です。これからも練習に励んでいただき、県大会・全国大会でのさらなる好成績を期待しています。

げんき館・ミナーデげんき館野外訓練！
６月３日～７日、げんき館・ミナーデげんき館利用者がそれぞれの

利用日に分かれ、四季の里公園への野外訓練を実施。
梅雨入り後の晴れ間が続く中、白や紫、中には薄い黄色のあやめや

ハナショウブが見頃を迎え、それぞれゆっくりと散策。最終日はあい
にくの雨だったので、早めに上がり、守谷サービスエリアへ寄り道。
楽しい１日を過ごしました。

みなさんが事故に遭わぬように！地域の見守りが大切！
3 月 25 日、板戸井にある清瀧寺で、今年度は松前台小学校児童が考えた「交通

安全標語」をつけた守谷市ボランティア協会会員手作りの交通安全マスコットの交
通安全祈願を行った。その祈願されたマスコットは、5 月 13 日「春の交通安全キャ
ンペーン」で、関係団体とともに協会員 17 名も参加し、ドライバーや自転車に安
全運転を呼びかけ手渡した。

5 月 25 日、市役所大会議室にて協会員 35 名が参加し、2019 年度ボランティア
協会総会・研修会を開催。

総会後の研修会では、常総市にある「NPO 法人みんなの広場」の鈴木悦子理事長をお招きし、「災害
からわかる地域の助け合い」をテーマに平成 27 年 9 月の豪雨災害時、ただ支援物資を被災者へ届ける
だけでなく、ゆっくり話を聞く中に「見えてなかったニーズ」が見え、よ
り必要な支援につながることやふらっと立ち寄れる居場所「コミュニティ
カフェひろば」をオープンし、「困ったときに気軽に SOS を言える場所」

「自然に笑顔になれる場所」を目指してるなどのお話を聞き、何事にも
「笑顔の力」が大切であることを再認識することができた。

手作り手芸小物の制作販売もあります

60歳以上 女性会員募集

その他、家事援助、学童見守り、施設管理、軽作業、清掃など、
ご自分のライフスタイルに合わせたお仕事が出来ます
入会説明会/第1.3木曜13時30分（要事前予約）

公益社団法人
守谷市本町622-2

☎0297-
       48-8591

守谷市シルバー人材センター

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市けやき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください。
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●介護保険や障害福祉サービスでの

身体介護や生活援助などのサービ

スを提供するヘルパーを募集して

います。

　くわしくは、8ページをご覧下さい。

守谷市社協ヘルパーステーション
守谷市大柏 954‒3　TEL 0297‒45‒0088

ヘルパー募集中！ヘルパー募集中！

● 夢の国で夢のような楽しい１日！
3月24日、社協児童福祉委員会企画で今年も「ひとり親 1日遠足」に14組の親子と委員の34名が参
加。今年は、千葉県浦安市にある「東京ディズニーランド」。春らしい天候にも恵まれ、子どもたちはバス
の中で配られたパンフレットを見ながら、「これに乗りたい !」「このショー観たい !」など笑顔がいっぱい。到
着後、待ちきれんばかりの勢いで入ったパークでは、開園 35周年を祝うセレ
ブレーションタワーなどの華やかさに一瞬で夢の国に ! 参加親子は時間が許す
限り、パーク内を堪能し、キャラクターグッズやお土産を手に帰ってきた子供
たちは「楽しいから、もっといたい !」「ショー観ながら一緒に踊ったり、キャラ
クターに会えて嬉しい !」「また連れてきて・・・」と絶えない笑顔を優しく見
守るお父さんやお母さんにも満面の笑みが広がっていた。

● 「ひとり暮らしふれあい１日遠足」！
6月 12日、市内のひとり暮らし高齢者を対象に「ふれあい1日遠足」を
実施。晴れ間ものぞく薄曇り空の下、参加希望者・社協高齢者福祉委員・広
報委員62名は、墨田区にある「江戸東京博物館」で、江戸から明治・大正
と東京の移り変わりを散策。その後、皇居外苑の楠木正成公の銅像がある「楠
公レストハウス」で「豆腐百珍」で有名な五色の田楽やカステラたまごなど
江戸時代のお祝いの席などで食べられたお重を堪能。時間が許す限り外苑を
散策後、巣鴨のとげぬき地蔵尊がある商店街では、洋服や小物、塩大福などのお土産を手にいっぱいにし、
笑顔で帰路についた。

● 花に負けない満面な笑顔！

6月11日、社協守谷支部では、守谷市公園等里親事業に参画し、守谷地
区交番から守谷駅に向かう3カ所の花壇を担当。忙しい毎日、きれいな花を
眺め、少しでも癒しになれば、また、今年は10月3日から「いきいき茨城ゆ
め国体」のハンドボール成年女子大会が常総運動公園体育館で開催されるの
で、市外から多くの人たちを「きれいな花で迎えたい !」と汗をふきながら花
壇に新しい花苗を植えていた。

6月29日、社協大野支部でも、今まで給食センター法面にさつきやあじさいを植えて「花いっぱい運動」
を進めてきましたが、交通量が多くなり、法面の草取りなどの作業が危険なため、昨年から大野小学校及び
消防小屋横に場所を移し、活動しています。

守谷地区

　　「地域で顔が見えるあいさつ運動」

5月27日〜31日に実施

地域福祉活動計画実践活
動トピックス

ぼくも
おはよう！
だワン！
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母子父子・児童福祉
　申請による母子・父子家庭・要援護児童・生徒への入
学卒業祝 55 名や新入学児童祝 687 名（ノート）、守谷
市母子保健推進員の協力のもと、新生児 638 名（歯ブ
ラシ）への祝品贈呈事業。母子・父子家庭ふれあい遠足
や親子料理教室などの交流事業を実施。

高齢者福祉
　独居高齢者遠足（49 名）や高齢者世帯 1 日遠足（57
組 114 名）の実施、高齢者健康水中体操（延 661 名）開催、
その他にも特定高齢者介護予防施設「いきいきプラザ・げ
んき館」や「ミ・ナーデげんき館」の受託事業として、予
防体操や趣味活動、イベントなどを展開。スロープ付軽福
祉車両（月平均 6.5 回）や車イス（月平均 18.5 台）の貸
出事業、各地域で開催された敬老行事への協力、守谷市わ
くわくスポーツ大会の共催、いばらきねんりんスポーツ大
会など多くの方々にご利用、
ご参加いただきました。また、
守谷傾聴ボランティアジャス
ミンの協力のもと、高齢者宅
への電話での訪問事業「ふれ
あい電話訪問」（延べ利用件
数 141 件）も実施しました。

福祉の教育
　市内小中高校での福祉活
動体験学習へ体験器材の貸
出や支援、福祉教育活動助成

（14 校）、市内教職員対象福
祉講座の開催、リサイクルや
募金活動への協力。高野支部・みずき野支部・高野地区
地域福祉活動計画実行委員会主催「高野地区子どもヘル
パー事業」は、高野小と松ケ丘小の 4・5・6 年生、計
20 名が 1 年間、福祉やリハビリなどの学習、高齢者や
障がい児等との交流を行った。

ボランティア活動の推進
　ボランティア活動に関する相談や活動の場の調整を行
い、ボランティア協会（グループ）への育成・活動支援、
ほほえみサービス協力会員研修
の開催、ボランティア活動保険へ
の加入促進・助成し、1,161 名
が加入し、ボランティア活動が安
心してできるよう支援しました。

障がい児者福祉
　障がい児者団体への支援、伊
奈特別支援学校守谷地区会交流
事業、スロープ付軽福祉車両、
車イスの貸出事業。また、19
の近隣障がい児者施設・団体と
協力し「第 10 回買って Net バザール」を 7 月に開催し、
多くの皆さんに参加いただき、障がい者活動への理解を
得る機会となりました。

会費収入（6.55%）
寄付金収入（0.94%）
補助金収入（43.77%）
助成金収入（0.20%）
共同募金配分金収入（3.16%）
受託金収入（14.63%）

前期末繰越金（3.65%）
その他の収入（1.14%）

受取利息配当金収入（0.01%）
介護保険事業収入（24.86%）

事業収入（0.98%）
貸付事業収入（0.11%）

法人運営事業（48.66%）
調査普及宣伝事業（1.55%）
地域福祉活動推進事業（1.56%）
相談・援護事業（2.34%）
共同募金配分金事業（3.10%）

社会福祉基金（0.09%）
介護保険事業（29.39%）

受託事業（12.69%）
ボランティア促進事業（0.62%）

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

会 費 収 入 7,529,650 
寄 付 金 収 入 1,084,207 
補 助 金 収 入 50,333,138 
助 成 金 収 入 230,000 
共 同 募 金 配 分 金 収 入 3,636,916 
受 託 金 収 入 16,825,426 
貸 付 償 還 金 収 入 128,000 
事 業 収 入 1,128,400 
介 護 保 険 事 業 収 入 28,584,379 
雑 収 入 7,857 
そ の 他 の 収 入 1,310,486 
前 期 末 繰 越 金 4,191,995 
収 入 合 計 114,990,454 

科　　　目 決  算  額 （単位：円）

法 人 運 営 事 業 55,953,192 
調 査 普 及 宣 伝 事 業 1,787,846 
地 域 福 祉 活 動 推 進 事 業 1,793,164 
相 談 ・ 援 護 事 業 2,685,481 
共 同 募 金 配 分 金 事 業 3,565,362 
ボ ラ ン テ ィ ア 促 進 事 業 712,268 
受 託 事 業 14,592,682 
介 護 保 険 事 業 33,795,105 
社 会 福 祉 基 金 105,354 
支 出 合 計 114,990,454 

その他
　在宅福祉サービス（ほほえみサービス：利用件数
556 件）、地域ケアシステム事業（支援件数：834 件）
や専門相談所（ふくし・年金労務・電話：利用件数 27 件）
の開設、生活資金・小口貸付事業、法外援護や災害援
護などの援護事業。その他、社協だより発行（年 4 回）、
各地区地域福祉活動計画実行委員会支援や第 2 期地域
福祉活動計画実践活動、各支部社協活動、各種社協委
員会活動、共同募金活動や日常生活自立支援事業への
支援 ( 延 1,089 回 )、善意銀行受払（1,359,770 円、
プルタブ 45kg、古切手等）。入れ歯リサイクル事業協
力（16,761 円換金）。また、フードバンク茨城の協力
を得て、生活困窮世帯等へ 75 回約 340kg の食品を提
供。介護保険事業においては、対象者へのケアプラン
作成を行う居宅介護支援事業、ホームヘルプサービス
を行う訪問介護事業や予防介護事業、障害福祉サービ
ス（ホームヘルパー）などを展開しました。また、各
地で起きた災害義援金活動等も実施した。

平成３０年度決算
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予　算

会費7,515（5.83%）会費7,515（5.83%）

前期末繰越金
3,330（2.58%）
前期末繰越金
3,330（2.58%）

寄付金
1,101

（0.86%）

寄付金
1,101

（0.86%）

調査普及
宣伝事業
5,528

（4.29%）

調査普及
宣伝事業
5,528

（4.29%）

地域福祉活動
推進事業
1,984（1.54%）

地域福祉活動
推進事業
1,984（1.54%）

相談・援護事業
3,066（2.38%）
相談・援護事業
3,066（2.38%）

ボランティア促進事業
849

（0.66%）

ボランティア促進事業
849

（0.66%）

共同募金
配分金事業
4,416

（3.43%）

共同募金
配分金事業
4,416

（3.43%）

介護保険
事業
34,507

（26.78%）

介護保険
事業
34,507

（26.78%）

受託事業
17,913

（13.90%）

受託事業
17,913

（13.90%）市補助金
54,895

（42.60%）

市補助金
54,895

（42.60%）

その他
64（0.05%）
その他
64（0.05%）

県・市受託金
23,260（18.05％）
県・市受託金
23,260（18.05％）

償還金
100（0.08%）
償還金
100（0.08%）

助成金（県）
230（0.18％）
助成金（県）
230（0.18％）

共同募金
配分金
4,412

（3.42%）

共同募金
配分金
4,412

（3.42%）

介護保険収入
32,676
（25.36%）

介護保険収入
32,676
（25.36%）

雑収入
37（0.03%）
雑収入
37（0.03%）

事業収入
1,230

（0.96%）

事業収入
1,230

（0.96%）

法人運営事業
60,456

（46.92%）

法人運営事業
60,456

（46.92%）

福祉基金
131（0.10%）
福祉基金
131（0.10%）

収　入 支　出

128,850
（単位：千円）

128,850
（単位：千円）

平成31年（令和元年）度守谷市社協
事業計画と予算

みなさまからの会費や募金の
配分金をもとに各福祉事業を

すすめていきます

○「第２期守谷市地域福祉活動計画」の実施に向け、
市内６地区（みずき野地区・守谷地区・高野地区・
大野地区・大井沢地区・北守谷地区）の支部役員
を中心に、各地区の区長や町内会役員、民生委員・
児童委員のみなさんにご協力いただきながら、地
域福祉活動に取り組んでいきます。

○障がい児者団体・福祉団体への事業助成や一堂に
会する「買ってＮｅｔ！バザール」開催

○高齢者健康水中体操
○高齢者元気わくわくスポーツ大会支援
○ほほえみサービス（在宅福祉サービス）
○車いす・福祉車両（スロープ付き軽自動車）の貸出

地域福祉活動推進事業

○社協法人運営事業（全般）
○生活福祉資金（茨城県社協事業）
　・総合支援資金・福祉資金・教育支援資金・不動

産担保型生活資金
○小口つなぎ資金貸付（守谷市社協）

法人運営事業

○広報事業（社協だより発行）
○ホームページや社協ＰＲＤＶＤの活用
○社協会員募集（５月１日～）

調査普及宣伝事業

○居宅介護支援事業
　（介護保険・介護予防ケアプラン作成等）
○ヘルパーステーション
　（訪問介護・介護予防）
　（障がい福祉サービス居宅介護）

介護保険事業

○専門相談（福  祉  相  談：毎月第１月曜日）
　　　　　  （年金労務相談：毎月第２月曜日）
○電話相談（毎週金曜日）
○要援護家庭への支援
○ふれあい電話訪問
○新生児誕生祝品贈呈事業
○新入児童入学祝贈呈事業

相談・援助事業

○赤い羽根募金運動（10 月１日～）
　（災害義援金等の取り扱い：災害時）
○歳末たすけあい募金運動（12 月１日～）
○福祉体験講座
○ひとり親親子１日交流事業
○ひとり親家庭小・中学校入学・卒業祝
○小・中・高校福祉教育担当者研修事業
○伊奈特別支援学校ふれあい講座への支援
○ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯交流事業
○災害援助（火災見舞）
○歳末たすけあい募金対象者への配分

共同募金配分事業

○子どもヘルパー推進事業の支援
○ボランティア講座、研修、交流会
○小・中学校への福祉教育推進助成
○福祉体験支援・機器の貸出
　（車いす・白杖・点字板・シニア体験用具等）
○ボランティア保険の加入促進
○善意銀行（寄付金品の受払）
○入れ歯リサイクル回収事業支援
○フードバンク事業の活用

ボランティア促進事業

○生きがい活動支援通所事業
　（いきいきプラザ・げんき館、ミ・ナーデげんき

館事業）
○地域ケアシステム推進事業
○日常生活自立支援事業

受 託 事 業
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善
意
銀
行
預
託
報
告

平
成
31
年
3
月
〜
令
和
元
年
6
月

（
敬
称
略
）

【
寄　
付
】

・
青
井　

隆�

５
，０
０
０
円 

・
出
野
好
夫�

９
２
，９
１
６
円

・
吉
田
記
念
北
守
谷
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

�

２
０
，０
０
０
円

・
Ａ
・
Ｋ
会
歌
謡
教
室

�

１
４
，８
６
６
円

・
守
谷
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�

４
６
，９
２
０
円

・
守
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

�

５
，０
０
０
円

・
守
谷
良
い
映
画
を
広
め
る
会

�

５
，２
０
０
円

・
匿　
　

名　

８
件

�

１
４
２
，９
３
８
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・

プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
】

・
佐
藤
政
美

・
飯
泉
一
孝

・
石
川
公
子

・
安
藤
喜
一
・
す
え

・
齊
藤
禎
一

・
田
原
良
逸

・
中
野
武
夫

・
楊
名
時
太
極
拳
守
谷
同
好
会

・
や
ま
ゆ
り
の
郷

・
み
ず
き
野
町
内
会

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
輝
き

・
Ｍ
Ｍ
Ｃ
リ
ョ
ウ
テ
ッ
ク
㈱

・
ヘ
ラ
ス
パ
イ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱

・
守
谷
市
商
工
会

・
守
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
守
谷
市
役
所

・
匿　
　

名  

22
件

【
玄
米
30
㎏
】

・
匿　
　

名

【
未
使
用
鉛
筆
１
５
０
本
・

�

未
使
用
消
し
ゴ
ム
80
個
】

・
間
瀬
大
仁

《
払
出
状
況
》

【
未
使
用
鉛
筆
１
５
０
本
・

�

未
使
用
消
し
ゴ
ム
80
個
】

・
げ
ん
き
館
へ

《
指
定
預
託
》　

匿　
　

名

【
ロ
メ
イ
ン
レ
タ
ス
約
17
㎏
】

・
寄
付
者
指
定
６
施
設
へ

は電話相談日です

     1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30 31

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29

 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30 

10 月９ 月８ 月

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８−５５５５
    ◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

◆申込方法　

認知症の高齢者や知的または精神的に障がいがある方で、判断能力が不十分、かつ親族等の援助が得られない
方に対して、下記のサービスを行い、日常生活を支援する事業です。くわしくは、お気軽に社会福祉協議会ま
でお問い合わせ下さい。

あなたもできる“食”の支援
「きずなＢＯＸ」に食品提供のご協力を！

守谷市役所１階市民ホールに続いて保健センターにも設置しました！
　社会的支援を必要とする人たち、食事提供をする団体や福祉施設などに食品を届け
る活動をしているフードバンク茨城では、地域連携活動として公共の場所に「きずな
ＢＯＸ（食品収集箱）」を設置し、市民などからの食品のご協力をお願いしております。
昨年度は、約 272kg の食品のご協力をいただき、一旦、フードバンクに届けた後、
守谷市内で必要とする生活困窮世帯等に 75回約 340kg の食品をお届けしました。

「もったいない！」を「ありがとう！！」に
このような食品が特に必要とされています
・缶詰　・レトルト食品　・インスタント麺
・うどん、そば、パスタ等の乾麺
その他、いただきもの、ご家庭に眠っている食品等

（寄付いただく際の注意点）
※�常温保存可能、未開封、賞味期限２ヶ
月以上残っている食品
※�要冷蔵、冷凍品、野菜や果物などの生鮮
食材は不可
※割れ易い容器の食品は梱包してください



8

　各募集等のお申込み、お問い合わせ先は
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局まで！
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

　

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
種
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

（
正
職
員
）

①
職
種
・
人
員
：
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者 

１
名

　

勤
務
内
容
：
訪
問
介
護
事
業
所
業
務
・
訪
問
介
護
業
務

　

採
用
予
定
日
：
随
時

　

給　

与　

等
：
守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
規
程
に
基
づ
く

　

応
募
資
格
：
概
ね
４５
歳
位
ま
で
で
、
介
護
福
祉
士
の
有
資
格
者
・
普

　
　
　
　
　
　
　

通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
者
・

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　

し
な
い
者

（
非
常
勤
職
員
）

②
職
種
・
人
員
：
生
き
が
い
活
動
非
常
勤
看
護
師　

１
名

　

採
用
予
定
日
：
随
時

　

勤
務
内
容
：
介
護
予
防
事
業
利
用
者
の
生
活
支
援
・
健
康
相
談
等

　
　
　
　
　
　
　

平
日
：
週
３
～
４
日　

９
時
～
１６
時

　

給　

与　

等
：
時
給 

１
︐１
０
０
円

　

応
募
資
格
：
概
ね
５５
歳
位
ま
で
で
看
護
師
（
准
看
護
師
）
の
有
資
格

　
　
　
　
　
　
　

者
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者

③
職
種
・
人
員
：
非
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

若
干
名

　

採
用
予
定
日
：
随
時

　

勤
務
内
容
：
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
訪
問
介
護

　
　
　
　
　
　
　

月
曜
日
～
土
曜
日
・
祝
日
：
週
３
～
４
日　

　

給　

与　

等
：
時
給 

９
５
０
円
＋
移
動
手
当
（
そ
の
他
手
当
あ
り
）

　

応
募
資
格
：
概
ね
５５
歳
位
ま
で
で
、
介
護
福
祉
士
又
は
介
護
職
員
初

　
　
　
　
　
　
　

任
者
研
修
修
了
者
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の

　
　
　
　
　
　
　

有
資
格
者
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
で
自
家
用

　
　
　
　
　
　
　

車
の
使
用
で
き
る
方

◎
申
込
方
法
：
左
記
の
書
類
等
添
え
て
下
記
事
務
局
へ
持
参
又
は
郵
送

　
　
　
　
　
　
　

に
て
申
込
み
下
さ
い
。

◎
提
出
書
類
：
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
交
付

　
　
　
　
　
　
　

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
・
写
真
を
添
付
。

　
　
　
　
　
　
　

最
終
学
歴
の
卒
業
証
書
の
写
し
（
①
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し
、有
資
格
書
の
写
し
、

　
　
　
　
　
　
　

又
は
取
得
見
込
み
で
あ
る
証
明
す
る
書
類
等

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

お二人でお出かけしてみませんか !
今年も「高齢者のみ世帯」を対象に外出支援と交流を目的に 1 日遠足を下記の予定で計画しております。 

今回は、「古くから武の神」と称される鹿島神宮と関東平野の最東端にある犬吠埼灯台周辺を散策してみませんか。
◦日　　時：令和元年 11 月 5 日（火）　午前 7 時 30 分集合・出発　（帰りは午後 6 時 30 分着予定）
◦集合場所：守谷市役所駐車場（※�今回は中央公民館が改修工事のため、集合場所が変更になりますので、 

ご注意ください）
◦対　　象：市内在住の高齢者のみ二人世帯（いずれも 65 歳以上の方）
◦行 き 先：茨城県鹿嶋市：鹿島神宮　千葉県銚子市：犬吠埼散策　
◦定　　員：60 組 120 名（定員を超えた場合は抽選となります）
◦参 加 費：お一人 3,500 円（昼食代ほか）
◦参加に際しての注意事項
　①くれぐれもお二人での参加となります。　②集合場所へは各自でお願いします。
　③鹿島神宮はガイド案内。その他、自由散策になります。
◦企画・実施：�NSK（有）関東筑波ツーリスト　国内旅行業取扱管理者　中村昭美 

国内旅行業取扱管理者　中村昭美 　守谷市御所ケ丘 3-11-10　☎ 45-7000

◦共　　催：守谷市社会福祉協議会
◦申込み方法・締切
　�上記事項・内容等をご確認いただき、官製はがきにお二人の氏名・年齢・住所・電話番号・携帯電話番号、当日の

交通手段等、必要事項を記入の上、9 月 20 日（金）( 当日消印有効）までに下記までお申込み下さい

今年度から社協だよりの発行月を下記のとおり変更させていただきました。
　６月・９月・１２月・３月  ➡  ４月・７月・１０月・１月（今年の７月号より）

　「６月に届かない」とご心配をおかけして、申し訳ございませんでした。これからも皆さんから心待ちにされるような
情報紙を目指して努力してまいりますので、今後ともご愛読いただきますようお願い申し上げます。


